平成22年度　第2回 産業医部会 幹事会議事録
日時：平成22年8月20日（金）13：00～17：00
場所：ニューピア竹芝サウスタワー4階会議室Ａ
出席者：広瀬俊雄（部会長）、斉藤政彦（副部会長）、伊藤正人、彌富美奈子、岩田全充、宇土博、
岡田章、織田進、佐藤広和、菅沼成文、谷山佳津子、田畑正司、寺澤哲郎、中平浩人、
中西一郎、中屋重直、昇淳一郎、福本正勝、藤代一也、宮本俊明

東敏昭（オブザーバー）　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　計21名
欠席者：色川俊也、佐藤修二、三好裕司、山本真二　　　　　　       　　　　　　　　　　計 4 名
（五十音順：敬称略）
議題：
審議事項
１．最近の情勢変化の評価と部会としての政策確立について
　　　　広瀬部会長より、当部会意見書「産業保健に関わる急速な変更が産業現場にもたらす混乱に対する懸念」について、配布資料を元に説明があった。同意見書は、昨今、次々に公表された産業保健行政関連情報により産業保健現場で混乱がみられることに対する懸念を表明するものとし、部会報に掲載した上で部会員からの意見収集を行う方針について承認された。
２．専門医制度改革への当部会としての対応について
　オブザーバー参加の東敏昭委員長（当学会専門医制度委員会）より、当学会専門医制度改革の経緯等、概要について説明があった。広瀬部会長から、現行の当部会規程の中で、当部会の事業として「専門医制度に関わる業務（第3条第4項）」が規定されているものの、専門医制度委員会メンバーに当部会関係者が選任されていななど、十分な連携が確保されていない点について指摘があった。これに対し、東敏昭委員長から、産業医部会規程中の専門医制度に関する条項を学会定款・各種規程改定後も存続させることを希望すること、同委メンバーに産業医部会関係者が参画することは可能であるとの表明があった。今後も、東委員長による当部会幹事会へのオブザーバー参加により、当部会と同委の連携を確保する方針について、申し合わせが行われた。
３．第20回全国協議会（札幌）について

　　　　佐藤広和幹事より、第20回全国協議会（札幌）の準備状況について説明があった。広瀬部会長より、他部会企画へ各部会幹事が相互に参加する方向で調整するよう要請があった。
４．リレーワークショップについて
　田畑幹事より、第20回全国協議会（札幌）においては「産業保健における連携」をテーマとして開催予定であるとの説明があった。
５．四部会合同セミナーについて

　　　　宇土幹事より、配布資料を用いて説明があり、10月13日の合同セミナーに向けた準備状況について報告があった。
６．第21回全国協議会（福岡）について

　　　　織田幹事（企画運営委員長）より、メインテーマを「社会インフラとしての産業保健」としてプログラムを準備中であること、合同セミナーの実地研修先事業場として病院を検討中であることが報告された。

７．部会報について

　　　　福本幹事より、部会報の発行状況について説明があった。斉藤副部会長より、部会報の主担当を福本幹事、副担当を斉藤副部会長とすることが報告された。
８．産業医プロフェッショナルコースについて

　　　　藤代幹事より、第15回プロフェッショナルコースの開催計画概要について説明があった。
９．ポスター賞選考委員長の交代について

　　　　広瀬部会長より、全国協議会時の当部会ポスター優秀賞選考委員長を織田幹事から藤代幹事へ変更することが提案され、承認された。

１０．当学会の法人改革対応との関連事項について

斉藤副部会長より、当学会の公益法人への移行方針に関連して当部会規程の見直しを検討しており、次回幹事会において素案を提示する方針について説明があった。
報告事項
１．四部会長会議について

　広瀬部会長より、現在、四部会情報交換会等を停止していることに関連して、来期に部会長・副部会長・総務会計担当者会議を開催予定であるとの報告があった。
２．合同セミナー教材CDを用いた研修会について

　　　　広瀬部会長より、地方会で同教材を用いた研修会を開催する場合は、無料配布枠の一部CDの活用とともに、有料配布枠として残っている1,500部についても研修会で活用するよう要請があった。岩田幹事から、同教材収載情報のみでは研修会の運営は困難であるため、収載各事業場に関する補足情報資料の整備について、要請があった。
３．各地方会活動について

　　　　宇土幹事より、中国地方会産業医部会と四国地方会産業医部会が共催で平成14年度から地方版の職場改善セミナー（地方会時の産業医部会研修会）を累計8回開催しており、CD-ROM版の教材として製作中であることが報告された。
　　以上







